
























































⑴　調査日：2013 年 9 月








③ 30 〜 40 分程度で回収。
調査 2：日本人高学年
⑴　調査日：2013 年 9 月
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図１は，表記面を 2 年生と 6 年生でそれぞれ国
際比較したものである。日本人児童は 2 年生も
₆ 年生も，ともに 6 割以上の児童が表記面での
言語的調整を行っていることがわかる。これに対
し英国人児童は，2年生においては5 ％にとどまっ









また事例 1・事例 2 のように，日本人児童の場合，イラストや色の使用だけでなく，漢字をひ
らがなにしたり漢字にルビをふったりするなどの調整としても表れていた。











































示したものである。日本人児童は，2 年生でも 6 年生でも比較的同じような傾向を示しているの
に対し，英国人児童は 2 年生と 6 年生でかなり異なる傾向にあることがわかる。






ＮＷ：The dragon started to sobb, then suddenly an army marched into a cave and the 
big dragon stopped sobbing. 
（竜は泣きじゃくり始めた。すると突然、軍隊が洞窟へと行進してきた。大きな竜は、
泣きじゃくるのをやめた。）













英国人児童で最も顕著なのが，「ＮＷ＞ＦＷ」の事例の変化である。2 年生では 10 ％であるの






































事例 8 のように相手によって書く内容をかえた例がみられた。図 4 からわかるように，この傾向


























図 5 は，日本人児童の 2 年生・4 年生・6 年生の結果をまとめたものである。調査 1・2 の際，

















あるが，英国人児童では 2 年生において顕著に表出していることがわかる。事例 9 のように，直
前に書いた地名や単語を後続の文章で説明するという形で，相手の理解を促す工夫をしている。



























































英国人 6 年生 ・色，絵
語句の
書き分け
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